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連結決算概要について
（業績結果および業績予想）



（百万円） 営業利益 経常利益 四半期純利益
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連結業績結果

■売上⾼ 25,410百万円
（前年同期⽐ 116.3％）

■営業利益 1,347百万円
（前年同期⽐ 124.4％）

■経常利益 1,383百万円
（前年同期⽐ 137.5％）

■四半期純利益 970百万円
（前年同期⽐ 168.3％）

（百万円） 売上高 （百万円）

（累計）

（累計）

（累計）

（累計）
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連結業績概要（累計）

（百万円）

2016年12⽉期
第２四半期

2017年12⽉期
第２四半期 増減額 増減率（%）

売 上 ⾼ 21,850 25,410 3,560 16.3

営 業 利 益 1,083 1,347 264 24.4

経 常 利 益 1,005 1,383 378 37.5

親会社株主に帰属
する四半期純利益 576 970 394 68.3
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連結財政状態

（百万円）
2016年12⽉期

第２四半期
2017年12⽉期

第２四半期 増減額

総 資 産 29,920 32,787 2,867

負 債 合 計 16,661 18,225 1,564

株 主 資 本 13,204 14,408 1,204

純 資 産 13,258 14,562 1,304

⾃ ⼰ 資 本 ⽐ 率 44.3% 44.4% 0.1pt
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キャッシュ・フロー計算書

（百万円）
2016年12⽉期

第２四半期
2017年12⽉期

第２四半期

営 業 活 動 に よ る キ ャ ッ シ ュ ･ フ ロ ー 977 345

投 資 活 動 に よ る キ ャ ッ シ ュ ・ フ ロ ー -636 -114

財 務 活 動 に よ る キ ャ ッ シ ュ ・ フ ロ ー 328 -533

現 ⾦ 及 び 現 ⾦ 同 等 物 の 増 減 額 544 -330

現 ⾦ 及 び 現 ⾦ 同 等 物 の 期 ⾸ 残 ⾼ 6,251 6,727

現 ⾦ 及 び 現 ⾦ 同 等 物 の 四 半 期 末 残 ⾼ 6,795 6,397
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報告セグメント別概況推移

(単位：百万円)売 上
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（注）セグメント利益又は損失の調整額には、セグメント間取引消去及び各報告セグメントに配分していない全社費用が含まれております。
全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない販管費及び一般管理費です。

(単位：百万円)
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報告セグメント別概況

（百万円）
2016年12⽉期

第２四半期
2017年12⽉期

第２四半期 増減額 増減率（%）

国内販売事業 18,445 21,071 2,625 14.2
国内製造事業 1,384 1,318 -65 -4.7
海 外 ⼦ 会 社 2,021 3,020 999 49.5

（百万円）
2016年12⽉期

第２四半期
2017年12⽉期

第２四半期 増減額 増減率（%）

国内販売事業 335 837 502 149.8
国内製造事業 678 249 -429 -63.2
海 外 ⼦ 会 社 94 309 215 228.3
調 整 額 -25 -49 ― ―

売 上

営業利益 （注）セグメント利益⼜は損失の調整額には、セグメント間取引消去及び各報告セグメントに配分していない全社費⽤が
含まれております。 全社費⽤は、主に報告セグメントに帰属しない販管費及び⼀般管理費です。
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（単位：百万円）

地域別 売上⾼推移

国内 北米

アジア 欧州

は、2Q実績



10

地域別 売上⾼

（百万円）
2016年12⽉期

第２四半期
2017年12⽉期

第２四半期 増減額

国 内 19,070 20,851 1,781

海 外
（）内は売上⾼⽐率

2,780
(12.7%)

4,559
(17.9%)

1,779
(5.2pt)

北 ⽶ 675 819 144

欧 州 120 63 -57

ア ジ ア 1,984 3,675 1,691

合 計 21,850 25,410 3,560
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商品セグメント 四半期別業績推移

11

9,019

10,618（単位：百万円）

9,874

電⼦機器及び部品関連（累計）
■売上⾼ 20,492百万円
◆前年同期⽐ 124.8％

8,521 2,779

製造装置関連（累計）
■売上⾼ 4,918百万円
◆前年同期⽐ 90.5％

（単位：百万円）

7,749

3,180

2,139
2,360

3,061
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商品セグメント別 売上⾼

（百万円）
2016年12⽉期

第2四半期
2017年12⽉期

第2四半期 増減額 増減率（%）

電
⼦
機
器
及
び
部
品
関
連

部 品 &
ア セ ン ブ リ 6,902 7,668 766 11.1%
画像関連機器・
部 品 4,603 5,886 1,283 27.9%
半 導 体 697 1,163 466 66.8%
ｴ ﾝ ﾍ ﾞ ﾃ ﾞ ｯ ﾄ ﾞ 1,430 1,640 210 14.7%
電 源 機 器 1,194 2,520 1,326 111.1%
情 報 シ ス テ ム 1,177 1,281 104 8.8%

電⼦機器・
部品のその他 416 334 -82 -19.8%

製
造
装
置
関
連

半導体・FPD
製造装置 2,560 1,915 -645 -25.2%
電⼦部品
製造装置 2,249 1,917 -332 -14.8%
製造装置
その他 622 1,086 464 74.6%
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当社の事業構造
事業 商品セグメント別 売上高構成比 総利益率 オリジナル 

製品比率 海外売上比率 

電
子
機
器
・部
品 

電子部品＆ｱｾﾝﾌﾞﾘ部品 30.2％ 24.2％ 

24.1％ 

（前年同期：

26.3％） 

北米 

3.2％ 

（前年同期 

3.1％） 

画像関連機器・部品 23.2％ 18.0％ 

半導体  4.6％ 22.2％ 

エンベデッドシステム  6.5％ 15.9％ 

電源機器  9.9％ 24.5％ 欧州 

0.3％ 

（前年同期 

0.6％） 

情報システム  5.0％ 25.5％ 

電子機器･部品のその他  1.3％  8.9％ 

製
造
装
置 

半導体・ＦＰＤ製造装置  7.5％ 23.4％ アジア 

14.5％ 

（前年同期 

9.1％） 

電子部品製造装置  7.5％ 35.4％ 

製造装置その他  4.3％ 13.0％ 

全   体 100.0％  22.3％ 
（前年同期：23.2％） 

  24.1％ 
（前年同期：26.3％） 

  17.9％ 
（前年同期：12.7％）

 
は、当社オリジナル製品を含んだ商品セグメントとなっております。
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通期連結業績⾒通し

■売上⾼ 50,000百万円
（前年⽐ 111.3％）

■営業利益 2,270百万円
（前年⽐ 118.8％）

■経常利益 2,300百万円
（前年⽐ 123.4％）

■当期純利益 1,620百万円
（前年⽐ 133.1％）

（百万円） 売上高 （百万円）営業利益 経常利益 当期純利益

＊⽔⾊部分の数字は2Q実績です。
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通期連結業績⾒通し

（百万円）

2016年
12⽉期

通期業績実績

2017年12⽉期 増減率

期初計画 修正計画 前期⽐ 期初⽐

売 上 ⾼ 44,932 47,500 50,000 11.3% 5.3%

営 業 利 益 1,910 1,920 2,270 18.8% 18.2%

経 常 利 益 1,863 1,920 2,300 23.4% 19.8%

親会社株主
に帰属する

純利益
1,217 1,350 1,620 33.1% 20.0%

1株当たり
純利益

109.62
円

122.29
円

146.75
円

― ―
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商品セグメント別 通期業績見通し

27,739

38,814
（単位：百万円）

33,960

電子機器及び部品関連

■売上高 38,814百万円
◆前年比 １４.３％増

30,711

11,185

製造装置関連
■売上高 11,185百万円
◆前年比 １.９％増

（単位：百万円）

31,804

7,159

11,410

7,990

10,972
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商品セグメント別 四半期 連結受注高・受注残高推移

受 注 高 受 注 残 高
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配 当

第2四半期末 期 末 年間配当 当初予想 配当性向

2013年
12⽉期 0円 5円 5円 10円 ―

2014年
12⽉期 0円 15円 15円 5円 25.98％

2015年
12⽉期 0円 25円 25円 15円 24.53％

2016年
12⽉期 0円 30円 30円 20円 27.37％

2017年
12⽉期

予想
15円 20円 35円 30円 23.85%

※2017年12月期より中間配当を実施
※2017年配当性向は、2Ｑ末時点の株式数で算出しております。



第９次中期経営計画（９Ｍ）
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⻑期ビジョン 1

新 グループ・ステートメント

エレクトロニクス業界を担う企業として
グループのネットワークを活かし

新しい価値をクリエイトする
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⻑期ビジョン 2

⽬指す姿

●製販が融合した他に類を⾒ないユニークな企業

●業界にとってなくてはならない特徴ある技術・製品
を有する企業

●社員にとって働き甲斐があり、誇りに思える企業

●⼀致団結の強さと同時に⾃律能動的に動く組織
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数値⽬標（連結）

【2020年 数値目標】

40,552
36,067 34,899

38,702
43,214 44,932

914
345

138

774

1,542
1,910

0

1 ,0 00

2 ,0 00

3 ,0 00

4 ,0 00

5 ,0 00

6 ,0 00

7 ,0 00

8 ,0 00

0

1 0, 00 0

2 0, 00 0

3 0, 00 0

4 0, 00 0

5 0, 00 0

6 0, 00 0

7 0, 00 0

8 0, 00 0

2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020

売上高 営業利益

売上・利益の持続的な

成長により

過去最高実績を越えて

更に先の成長を目指す

【目標とする経営指標】

自己資本比率

ＲＯＡ

ＲＯＥ

50％

4％

8％

７M （三ヵ年） ８M （三ヵ年） ９M （四ヵ年）

（百万円） （百万円）
NEW DAITRON 2020

～新たな第一歩を！～
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1 成⻑性重視の事業の再構築を推進
2 オリジナル製品開発の強化
3 海外ビジネス展開の強化
4 マーケティング⼒と営業⼒の向上
5 ⽣産部⾨の統合強化

5つの事業戦略
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事業の
再構築
を推進

新市場
開拓

成⻑が有望視される
新市場
⾃動⾞⾃動⾞
医療医療

インフラインフラ
ロボット関連技術ロボット関連技術

航空・宇宙航空・宇宙

1 成⻑性重視の事業の再構築を推進
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２ オ リ ジ ナ ル 製 品 開 発 の 強 化

開発
拡充

収益⼒の
更なる
強化

オリジナル製品

当社のオリジナルブランド

●電⼦機器・部品関連
●製造装置関連



戦略ポイント戦略ポイント
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オリジナル製品比率
（売上高ベース）

2020年 30％を目指す

「事業ユニット」に基づく
強化・拡大戦略を展開

⇒ 事業ユニットを増やす

⇒ 各事業ユニットの規模を拡大する
（１ユニット当たり１０～２０億円を
目指す）

⇒ 仕入先との連携によるライン
ナップ強化を図る

単位（百万円）

２ オ リ ジ ナ ル 製 品 開 発 の 強 化

＊オリジナル製品売上⾼⽐率のみ累計表⽰です。
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3 海 外 ビ ジ ネ ス 展 開 の 強 化

電⼦機器・部品関連
の安定的な売上拡⼤
電⼦機器・部品関連
の安定的な売上拡⼤

海外市場における
顧客の拡⼤

海外市場における
顧客の拡⼤

当社の海外ネットワークを活かした
多国間ビジネスの拡⼤

当社の海外ネットワークを活かした
多国間ビジネスの拡⼤

積極化
海外

ビジネス
拡⼤
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戦略ポイント戦略ポイント

海外売上高比率
（売上高ベース）

2020年 30％を目指す

地域に密着したビジネス
展開を目指す

⇒ ローカル企業との取引拡大

⇒ 電子部品ビジネスの拡大

⇒ アウト-アウト ビジネスの拡大

⇒ 地域独自のビジネス推進

⇒ ネットワークの拡充

単位（百万円）

3 海 外 ビ ジ ネ ス 展 開 の 強 化

＊海外売上⾼⽐率のみ累計表⽰です。
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４ マ ー ケ テ ィ ン グ ⼒ と 営 業 ⼒ の 向 上

市場
プレゼンス

向上

国 内 外 ネ ッ ト ワ ー ク の 拡 充

国内外における展⽰会展開強化
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５ ⽣ 産 部 ⾨ の 統 合 強 化

⽣産と開発の
中核拠点
として強化

中部⼯場
（愛知県⼀宮市）

中部⼯場
（愛知県⼀宮市）

【第１期】 電⼦機器・部品関連⽣産体制
⇒ 平成28年11⽉〜稼働

【第２期】 装置関連⽣産体制
⇒ 平成30年の稼働開始（予）

ダイトロングループの基幹⼯場
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「製販融合路線」による

“エレクトロニクス業界の技術⽴社”として

独⾃の進化を図り

⾼成⻑・⾼収益の実現を⽬指す
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資料取扱い上のご注意

この資料で述べられている将来の当社業績に関する⾒通しは、現時点で
知りうる情報をもとに作成されたものです。

当社が位置するエレクトロニクス業界の電⼦機器・部品産業並びに製造装置産
業は、テクノロジーの変化やスピードが⼤変速く、競争の激しい産業です。 また、
北⽶やアジア諸国の経済情勢など、当社の業績に直接的・間接的に影響を与える
様々な外部要因があります。

従いまして、今後、当社の業績の⾒通しが本資料と異なる可能性があることをお
含みおき下さい。

≪本資料並びにＩＲに関するお問い合わせ先≫
経営システム部 広報・ＩＲ担当

TEL：06-6399-5952
FAX : 06-6399-5962

e-mail : kouhou@daitron.co.jp


